
魅
力
あ
る
観
光
の
町
竜
王

　

盛
夏
の
候　

皆
さ
ま
に
は
ま
す
ま
す

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

平
素
は
、
竜
王
町
観
光
協
会
の
事
業

に
格
別
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
総
代
会
に
お
き
ま
し
て
、
観

光
協
会
の
組
織
改
革
や
会
則
の
見
直
し

に
つ
い
て
議
案
を
提
案
し
審
議
・
決
議

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
令

和
三
年
度
よ
り
竜
王
町
観
光
協
会
は
新

し
い
組
織
と
な
り
、
各
種
事
業
に
取
組

み
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
終
息
せ
ず
、
各
事
業
の
縮
小

や
取
止
め
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
ま
た
、

国
内
経
済
も
飲
食
業
を
始
め
、
大
き
な

影
響
を
受
け
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
町
内
飲
食
店
へ

の
応
援
事
業
と
し
て
町
か
ら
委
託
を
受

け
、「
近
江
う
し
丸
ク
ー
ポ
ン
」
を
作

製
し
町
内
全
戸
に
配
布
を
行
い
、
町
の

経
済
を
支
援
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
年
前
か
ら
取
組
ん
で
い
ま

す
環
境
王
国
に
つ
き
ま
し
て
は
、
豊
か

な
自
然
環
境
の
中
で
生
産
さ
れ
る
町
の

農
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
、
地

域
産
業
の
振
興
、
活
性
化
に
繋
が
る
環

境
王
国
認
定
に
向
け
た
申
請
や
発
表

が
、
今
後
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

三
月
の
義
経
文
化
を
伝
え
る
「
か
が

み
の
里
元
服
式
」
は
、
こ
れ
ま
で
か
ら

関
東
か
ら
九
州
に
至
る
広
い
地
域
よ

り
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た

こ
と
か
ら
、
何
と
か
開
催
し
よ
う
と
地

元
の
関
係
各
位
と
協
議
を
重
ね
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
安
全
を
最
優
先
に
三
年

連
続
の
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
十
月
か
ら
二
市
二
町
が
連

携
し
た
「
聖
徳
太
子
一
四
〇
〇
年
悠
久

の
近
江
魅
力
再
発
見
事
業
」
は
、
本
年

五
月
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が

開
催
さ
れ
本
格
稼
働
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
、
町
内
の
聖
徳
太
子
ゆ
か

り
の
地
で
あ
る
小
口
の
観
音
禅
寺
や
駕

輿
丁
の
地
蔵
堂
、
須
恵
の
観
音
堂
、
弓

削
の
阿
弥
陀
寺
、
岡
屋
の
吉
祥
寺
観
音

堂
等
へ
の
観
光
誘
客
に
よ
る
観
光
振
興

を
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

町
の
東
西
に
位
置
し
ま
す
雪
野
山
や

鏡
山
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
安
全
性

や
充
実
に
配
慮
し
た
整
備
に
努
め
ま

す
。
鏡
山
で
は
、
過
去
に
設
置
さ
れ
た

展
望
台
か
ら
の
眺
望
環
境
の
改
善
に
向

け
、
関
係
機
関
と
の
交
渉
を
重
ね
、
ハ

イ
キ
ン
グ
の
リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
強
を
図

り
ま
す
。

　

今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
は
、
あ
ま
り
改
善
し
な
い
と
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
町
の
豊
か
な
自
然
環
境
と

歴
史
、
文
化
、
産
業
が
活
か
さ
れ
る
魅

力
あ
る
観
光
の
町
の
創
造
を
目
指
し
て

参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
一
層
の
ご
理
解
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

竜
王
町
観
光
協
会若　

井　

冨　

嗣

会　

長
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「
龍
王
寺
と
和
泉
式
部
」

山
本
　
茂 

氏 

（
美
松
台
）

二
十
歳
前
後
で
和
泉
守
橘
道
貞
と
結
婚
し
、

夫
が
長
保
元
年（
九
九
九
）に
和
泉
守
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
和
泉
式
部
と
呼
ば
れ
た
。
後

に
小
式
部
内
侍
と
呼
ば
れ
る
娘
も
生
ま
れ
た

が
、
や
が
て
不
和
が
生
じ
道
貞
と
別
居
。
程

な
く
冷
泉
天
皇
の
第
三
皇
子
で
あ
る
弾
正
宮

為
尊
（
だ
ん
じ
ょ
う
の
み
や
た
め
た
か
）
親

王
の
寵
愛
を
受
け
た
が
、
親
王
は
疫
病
で
同

四
年
に
死
去
。
そ
の
後
一
年
も
経
ず
に
為
尊

親
王
の
同
母
弟
で
あ
る
帥
宮
敦
道
（
そ
ち
の

み
や
あ
つ
み
ち
）
親
王
の
求
愛
を
受
け
る
こ

と
に
な
る
。
だ
が
、
ロ
マ
ン
ス
は
長
く
続
か

ず
、
親
王
は
寛
弘
四
年
（
一
〇
〇
七
）
儚
く

病
死
し
た
。
同
六
年
頃
、
一
条
天
皇
の
中
宮

彰
子
（
し
ょ
う
こ
）
に
出
仕
し
た
。
担
当
は

「
和
歌
」。
ま
だ
若
き
彰
子
の
花
嫁
修
業
で
あ

る
。
他
に
「
物
語
」
担
当
に
は
『
源
氏
物
語
』

の
紫
式
部
が
、「
歴
史
」
担
当
に
『
栄
花
物
語
』

の
赤
染
衛
門
が
あ
た
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、

彰
子
は
あ
の
藤
原
道
長
の
娘
で
あ
っ
た
。

　

道
長
の
長
女
・
彰
子
を
立
后
さ
せ
た
時
、

既
に
后
に
定
子
が
い
た
。
無
理
や
り
の
「
一

帝
二
后
」
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
三
条
天
皇
の

時
、
次
女
・
妍
子
が
立
后
と
な
る
。
三
条
天

皇
が
譲
位
し
、
崩
御
の
後
、
彰
子
の
子
・
後

一
条
天
皇
が
即
位
。
そ
の
後
、
三
女
・
威
子

が
入
内
し
、中
宮
と
な
る
。
前
代
未
聞
の「
一

家
三
立
后
」
で
あ
る
。
ま
さ
に
我
が
世
の
春

と
い
え
よ
う
。

　

因
み
に
こ
の
時
代
は
、
竜
王
町
と
皇
室
の

縁
多
き
時
期
で
あ
っ
た
。寛
弘
四
年（
一
〇
〇�

七
）
龍
王
寺
で
は
、
一
条
天
皇
よ
り
「
龍
寿

鐘
殿
」
の
勅
額
（
直
筆
の
額
）
を
賜
り
、
寛

仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
苗
村
神
社
で
は
、
後

一
条
天
皇
よ
り
苗
村
の
称
号
を
賜
っ
て
い

る
。
と
も
に
道
長
の
時
代
で
あ
っ
た
。
道
長

は
、
関
白
の
地
位
に
近
い
「
内
覧
」
の
職
に

つ
き
、
天
皇
の
重
要
な
国
事
行
為
を
司
っ
て

い
た
の
だ
。
龍
王
寺
や
苗
村
神
社
と
の
関
係

も
熟
知
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

と
も
あ
れ
、
式
部
の
人
生
で
バ
ラ
色
だ
っ

た
の
は
「
和
泉
式
部
日
記
」
に
あ
る
ロ
マ
ン

ス
の
時
期
。六
十
年
余
り
の
生
涯
で
四
年
間
。

そ
れ
だ
け
に
贈
答
歌
は
秀
逸
で
濃
密
な
仕
上

が
り
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
残
り
の
五
十

数
年
は
悩
み
多
き
暗
く
辛
い
時
代
が
続
い
た

の
で
な
い
か
。
そ
れ
だ
け
に
明
る
さ
の
中
に

哀
し
み
が
深
く
沈
殿
し
、
作
品
に
重
み
を
つ

け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

暮
れ
に
き
と
告
ぐ
る
を
待
た
で
降
り
は
る
る

雪
の
野
寺
の
入
相
い
の
鐘

　

こ
れ
は
、
龍
王
寺
に
残
る
和
泉
式
部
の
作

と
言
わ
れ
る
歌
で
あ
る
が『
和
泉
式
部
正
集
』

お
よ
び
『
和
泉
式
部
続
集
』
に
は
残
念
な
が

ら
記
載
が
見
ら
れ
な
い
。
制
作
背
景
や
日
程

が
不
明
の
ま
ま
で
あ
り
、
子
細
が
判
ら
ず
残

念
で
あ
る
。

　

式
部
は
、
こ
の
寺
を
訪
れ
る
前
か
ら
「
あ

と
一
日
待
て
ば
小
野
時
兼
は
、
三
和
姫
に

逢
え
る
も
の
を
、
そ
の
一
日
が
待
て
ず
鐘

に
な
っ
た
」
と
伝
え
ら
れ
る
梵
鐘
の
伝
説
を

承
知
し
て
い
た
と
思
う
。
彼
女
は
こ
の
門
前

に
居
て
、
時
兼
と
同
様
に
あ
と
一
刻
を
待
て

ば
、
入
相
の
鐘
が
鳴
る
も
の
を
待
て
ず
に
雪

の
時
雨
が
き
て
、
早
々
と
暮
れ
る
ほ
ど
に
暗

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
詠
ん
だ
の
で
あ
る
ま

い
か
。
つ
ま
り
、「（
三
和
姫
は
）
野
寺
一
日

待
て
ず
に
鐘
に
な
り
、
天
の
神
様
は
一
刻
待

て
ず
に
雪
を
降
ら
せ
、（
私
が
見
よ
う
と
し

て
い
た
）
野
寺
の
鐘
の
こ
の
風
景
を
暮
れ
に

し
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

現
時
点
で
の
理
解
と
し
て
小
生
の
凡
訳
解

釈
を
載
せ
結
び
と
し
た
い
。

　

せ
め
て
一
度
は
空
想
し
て
み
よ
う
、
歌
枕

に
あ
る
野
寺
の
風
景
を
。
卯
の
花
が
咲
き
、

松
の
緑
に
時
鳥
が
鳴
い
て
、
薫
風
に
早
苗
が

そ
よ
ぐ
田
中
の
道
を
、
著
名
な
歌
人
が
、
貴

族
が
、
参
詣
人
が
、
野
寺
の
鐘
を
目
指
す
行

列
は
華
や
か
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
こ
の
付
近

が
歌
垣
の
地
で
あ
り
、
賑
や
か
な
男
女
交
流

の
場
で
あ
っ
た
こ
と
。
決
し
て
「
古
事
記
」

に
あ
る
海
石
榴
（
つ
ば
き
い
ち
）
の
歌
垣
に

引
け
を
取
ら
な
い
歌
広
場
で
あ
っ
た
こ
と
を

思
い
起
こ
さ
せ
る
。

　

そ
れ
は
、そ
れ
は
、賑
や
か
な
土
地
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
を
、
想
い
巡
ら
す
の
も
一
興

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

竜
王
町
に
は
、
二
つ

の
歌
枕
が
あ
る
。
ひ
と

つ
は
『
鏡
山
』
で
あ
り
、

も
う
ひ
と
つ
は
『
野
寺

の
鐘
』（
注
：
野
寺
は

龍
王
寺
の
前
身
、
雪
野

寺
の
俗
称
）
で
あ
る
。

因
み
に
歌
枕
と
は
、
和

歌
に
多
く
詠
み
込
ま
れ

る
名
所
旧
跡
で
あ
り
、

日
本
の
和
歌
で
と
り
わ
け
大
事
な
の
は
、
季

節
と
恋
と
名
所
旧
跡
。
そ
の
土
地
の
信
仰
や

伝
説
と
結
び
つ
い
た
言
葉
で
、
そ
れ
だ
け
に

歌
に
も
多
く
詠
み
込
ま
れ
た
。

　
『
野
寺
の
鐘
』
と
い
え
ば
『
三
和
姫
』
の

伝
説
で
あ
ろ
う
。
龍
王
寺
は
古
来
よ
り
加
持

祈
祷
と
仏
教
経
典
に
よ
り
得
ら
れ
る
医
学
的

知
識
を
用
い
、
病
人
の
治
療
に
あ
た
っ
て
お

り
、
都
か
ら
も
貴
族
を
は
じ
め
、
病
を
抱
え

る
人
々
に
評
判
の
寺
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　

さ
て
、
龍
王
寺
に
は
数
多
く
の
有
名
歌
人

の
和
歌
が
残
さ
れ
て
い
る
。
奈
良
時
代
の
柿

本
人
麻
呂
は
じ
め
平
安
時
代
の
藤
原
俊
成
や

和
泉
式
部
、
藤
原
定
家
な
ど
の
歌
で
あ
る
。

な
か
で
も
、
平
安
和
歌
の
世
界
で
突
出
し
て

秀
逸
な
の
が
和
泉
式
部
の
も
の
で
あ
る
。

　

式
部
は
、
色
好
み
で
奔
放
な
女
性
と
し
て

知
ら
れ
る
が
、
時
代
を
超
え
て
様
々
に
評
価

さ
れ
、
読
み
続
け
ら
れ
て
き
た
の
は
何
故
で

あ
ろ
う
。少
し
そ
の
生
涯
を
辿
っ
て
み
よ
う
。
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早
朝
、
山
面
橋
詰
か
ら
善
光
寺
川
沿
い
の
緑

の
中
を
歩
く
。
朝
日
の
中
、
幾
重
に
も
重
な
り

連
な
る
山
々
を
眺
め
る
が
、
一
日
た
り
と
も
同

じ
日
は
な
い
。
日
々
新
し
い
顔
を
見
せ
て
く
れ

る
鏡
山
で
あ
る
。
こ
の
道
は
、
中
世
の
道
、
遙

か
昔
に
続
く
道
。

　

鏡
山
一
帯
に
は
鏡
山
古
窯
址
群
が
点
在
し
、

多
く
の
須
恵
器
が
出
土
し
た
。
五
世
紀
頃
、
新

羅
か
ら
の
渡
来
人
天
日
槍
を
率
い
る
祭
祀
集

団
。
金
属
、
陶
工
技
術
集
団
で
あ
っ
た
彼
ら
に

よ
り
技
術
伝
承
、
ろ
く
ろ
を
使
い
窯
で
焼
く
須

恵
器
が
製
作
さ
れ
、
須
恵
の
地
名
の
由
来
と

な
っ
た
と
伝
わ
る
。
し
か
し
、
流
出
し
た
土
砂

に
よ
り
集
落
は
埋
没
し
た
た
め
、
祖
父
川
と
惣

四
郎
川
合
流
点
近
く
の
荒
田
の
地
に
移
住
。
こ

こ
か
ら
西
出
へ
と
開
か
れ
て
い
っ
た
と
伝
わ

る
。

　

こ
の
荒
田
に
八
幡
神
社
が
あ
る
。
神
社
に

は
、
八
幡
神
社
文
書
が
残
さ
れ
て
お
り
、
住
民

自
ら
が
自
治
を
行
う
惣
の
組
織
が
存
在
し
、
宮

座
、
神
事
、
村
民
生
活
の
一
端
が
窺
え
る
貴
重

な
史
料
と
し
て
価
値
が
あ
り
、
現
在
、
安
土
城

考
古
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　

神
事
は
、
五
月
三
日
の
祭
り
を
始
め
と
し
、

年
間
通
じ
て
、
老
中
、
年
行
事
に
よ
り
勤
め
ら

れ
て
い
る
。

　

変
え
て
は
な
ら
な
い
物
、
事
、
時
代
と
と
も

に
様
変
わ
り
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
協
議
を

重
ね
、
今
の
一
番
を
目
指
し
今
日
に
至
る
。
境

内
は
、
子
供
た
ち
の
遊
び
場
、
ラ
ジ
オ
体
操
の

場
、
櫓
が
組
ま
れ
る
盆
踊
り
の
場
、
住
民
の
心

の
拠
り
所
で
あ
る
。
常
に
美
し
く
、
清
々
し
い

お
宮
さ
ん
に
朝
夕
お
参
り
の
方
を
目
に
す
る
。

こ
の
境
内
の
左
側
に
観
音
堂
が
あ
る
。
箱
石
山

善
通
寺
が
華
園
院
と
称
し
て
こ
の
地
に
あ
っ
た

が
、
現
在
地
に
移
る
。
飛
地
境
内
と
し
て
残
さ

れ
、
十
一
面
千
手
観
音
を
安
置
し
講
の
方
々
に

よ
り
護
ら
れ
て
い
る
。
鏡
山
を
訪
れ
た
聖
徳
太

子
が
二
十
六
歳
時
に
自
ら
彫
ら
れ
た
と
「
鏡
山

雲
冠
寺
縁
起
」
に
あ
る
。
幾
多
の
戦
火
を
潜
り
、

今
こ
の
地
に
お
い
で
に
な
る
。
拝
顔
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
、
凛
々
し
く
若
々
し
く
素
晴
ら
し
い

お
顔
立
ち
で
あ
る
。
今
年
は
、
聖
徳
太
子
薨
去

一
四
〇
〇
年
の
年
で
お
参
り
の
方
々
も
増
え
る

の
で
は
。

　

箱
石
山
善
通
寺
と
道
を
挟
ん
で
五
殻
山
栄
勝

寺
が
建
つ
。
一
五
〇
〇
年
代
に
開
基
さ
れ
た
と

あ
り
、
堂
々
と
し
た
風
格
が
天
を
仰
ぐ
。
こ
の

両
寺
の
鐘
の
音
が
一
日
も
絶
え
る
こ
と
な
く
時

を
打
つ
。
門
徒
の
方
々
と
と
も
に
あ
る
。

　

私
は
、
五
十
数
年
前
か
ら
連
れ
合
い
の
故
郷

須
恵
に
暮
ら
し
て
い
る
。
ま
ず
彼
ら
が
働
き
者

で
あ
る
こ
と
に
驚
き
、
互
助
の
精
神
に
溢
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
、
冠
婚
葬
祭
全
て
に
見
ら

れ
る
。一
度
、事
を
始
め
る
と
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

た
る
や
半
端
で
は
な
く
、
持
て
る
力
を
出
し
切

り
少
し
で
も
良
い
物
を
創
り
た
い
と
の
想
い
が

伝
わ
っ
て
く
る
。

　

変
わ
り
ゆ
く
世
に
変
わ
ら
な
い
も
の
は
、
親

父
の
血
が
流
れ
、
神
仏
へ
の
信
仰
心
、
当
た
り

前
に
生
き
る
こ
と
。
風
土
が
人
を
創
る
。
未

来
を
創
る
の
は
、
誠
実
に
生
き
る
人
。
須
恵
は
、

そ
ん
な
輝
く
人
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
の
と
こ
ろ
で

あ
る
。
須
恵
の
由
来
と
な
っ
た
須
恵
器
や
陶
工

が
須
恵
の
歴
史
を
紡
い
で
い
る
。

「
須
恵
」
と
い
う
と
こ
ろ

【
事
　
業
】

①
広
報
誌
「
観
光
竜
王
」
の
発
行

②�

聖
徳
太
子
薨
去
一
四
〇
〇
年
記
念
事
業
の�

本
格
稼
働

③�

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト

活
動

④
広
域
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
観
光
誘
客
活
動

⑤
近
隣
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
観
光
誘
客
活
動

⑥
竜
王
歴
史
倶
楽
部
の
活
動
支
援

⑦
竜
王
町
ド
ラ
ゴ
ン
屋
台
村
の
活
動
支
援

⑧
観
光
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
の
配
布

⑨
観
光
振
興
の
強
化

⑩
情
報
発
信
の
強
化

⑪
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
随
時
更
新

⑫
Ｊ
Ｒ
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

⑬
農
業
体
験

⑭
鏡
の
里
元
服
式

⑮
役
員
研
修
会

⑯
環
境
王
国
へ
の
取
組
と
推
進

⑰�

竜
王
町
観
光
大
使「
近
江
う
し
丸
」に
よ
る�

観
光
Ｐ
Ｒ
の
推
進

⑱�

雪
野
山
、
鏡
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
整
備
に

向
け
た
調
査

令
和
四
年
度
の
主
な
事
業
計
画

竜王町観光協会
役員

（敬称略）

会　長　　　�若井　冨嗣
副会長　　　�邑地　礼子
副会長（会計）清水　正作
理　事　　　�井口　敏夫
理　事　　　�小野　定章
理　事　　　�勝見　和夫
理　事　　　�川部　定剛
理　事　　　�古株　利平
理　事　　　�谷村　明美
理　事　　　�寺島　健一
理　事　　　�寺島　　司
理　事　　　�寺本　育美
理　事　　　�中村　匡希
理　事　　　�本田　義幸
理　事　　　�森嶋　政文
監　事　　　�下村　丈治
監　事　　　�髙橋　一喜

幹　事　　　�中村　優志
幹　事　　　�谷村龍之介
事務局　　　�堀江　豊造
事務局　　　�西居　利恵

� 令和 4年 5月 20日現在

本年度の収支予算の内訳

収入の部
10,700,000円

会費
600,000円

諸収入
266,585円

繰越金
1,744,415円

補助金
8,089,000円

支出の部
10,700,000円

事業費 
2,941,000円 人件費・事務費

7,599,000円

予備費 100,000円
負担金 60,000円

辻　充子�氏

竜王町歴史倶楽部

（須恵）
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
も
新
変
異
種
の
出
現
や
感
染
者

の
下
げ
止
ま
り
で
、
四
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
月
に
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事

侵
攻
が
始
ま
り
、
国
際
社
会
か
ら
ロ
シ
ア
へ
の
非
難

の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
軍
事
侵
攻
対
応

と
し
て
、
国
際
社
会
か
ら
ロ
シ
ア
へ
の
経
済
制
裁
や

ロ
シ
ア
の
経
済
制
裁
対
抗
に
よ
り
、
春
先
よ
り
原
油

関
連
価
格
や
農
産
品
関
連
価
格
等
、
あ
ら
ゆ
る
商
品

価
格
が
軒
並
み
上
昇
に
転
じ
、
物
価
上
昇
に
伴
う
日

本
経
済
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

観
光
協
会
は
東
近
江
地
域
が
連
携
し
て
繰
り
広
げ

る
『
聖
徳
太
子
一
四
〇
〇
年
悠
久
の
近
江
再
発
見
』

事
業
が
本
格
稼
働
し
ま
し
た
。
お
近
く
に
は
小
口
の

観
音
禅
寺
や
駕
輿
丁
の
地
蔵
堂
、
須
恵
の
観
音
堂
、

弓
削
の
阿
弥
陀
寺
、
岡
屋
の
吉
祥
寺
観
音
堂
に
安
置

の
仏
像
が
聖
徳
太
子
が
刻
ま
れ
た
と
い
う
縁
起
や
言

い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
想
い
を
馳
せ
、
こ
の
機
会
に
参
拝
さ

れ
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

�

（
観
光
協
会　

事
務
局
）

竜
王
町
観
光
協
会

聖
徳
太
子
イ
ベ
ン
ト
が
本
格
稼
働
!!

　

今
年
二
月
二
十
二
日（
火
）に
聖
徳
太
子

が
薨こ
う
き
ょ去
さ
れ
て
一
四
〇
〇
回
目
の
命
日
を

迎
え
ま
し
た
。
全
国
に
は
聖
徳
太
子
の
開

基
や
縁
起
、
言
い
伝
え
が
数
多
く
あ
り
ま

す
が
、
特
に
東
近
江
地
域
に
集
中
し
て
い

ま
す
。
東
近
江
地
域
（
東
近
江
市
、
近
江

八
幡
市
、
日
野
町
、
竜
王
町
）
で
は
、
開

基
や
縁
起
の
あ
る
十
一
の
社
寺
や
二
市
二

町
、
商
工
会
議
所
、
商
工
会
、
観
光
協
会

が
連
携
し
、「
聖
徳
太
子
一
四
〇
〇
年
悠

久
の
近
江
魅
力
再
発
見
委
員
会
」
を
立
ち

上
げ
、
本
年
二
月
か
ら
来
年
十
二
月
ま
で

の
間
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
催
し
ま
す
。

　

聖
徳
太
子
薨
去
一
四
〇
〇
年
を
機
に
、

聖
徳
太
子
と
こ
の
地
域
と
の
関
わ
り
や
足

跡
を
全
国
に
情
報
発
信
し
、
観
光
振
興
と

観
光
誘
客
を
促
進
し
、
こ
の
地
域
を
盛
り

上
げ
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

竜
王
町
で
の
聖
徳
太
子
の
開
基
や
縁

起
、
言
い
伝
え
は
、
小
口
の
観
音
禅
寺
の

秘
仏
御
本
尊
十
一
面
観
世
音
菩
薩
や
駕
輿

丁
地
蔵
堂
の
延
命
子
安
地
蔵
尊
、
須
恵
観

音
堂
の
十
一
面
千
手
観
世
音
菩
薩
、
弓
削

阿
弥
陀
寺
の
釈
迦
如
来
、
岡
屋
吉
祥
寺
観

音
堂
の
十
一
面
観
世
音
菩
薩
が
聖
徳
太
子

に
よ
っ
て
刻
ま
れ
た
と
い
う
言
い
伝
え
が

あ
り
ま
す
。
他
に
も
雲
冠
寺
や
法
満
寺
、

法
満
寺
五
別
院
の
開
基
や
縁
起
、
言
い
伝

え
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
情
報
を
上

手
く
観
光
に
繋
げ
、
観
光
誘
客
を
目
指
し

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
主
な
イ
ベ
ン
ト
は
・
・
・

　

中
日
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
令
和
四
年
十
月

一
日（
土
）よ
り
十
六
日（
日
）ま
で
百
済
寺

（
東
近
江
市
）
に
て
秘
仏
御
本
尊
植
木
観

世
音
菩
薩
の
特
別
開
帳
と
極
彩
色
聖
徳
太

子
孝
養
像
の
特
別
公
開
が
催
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
十
月
十
日（
月
祝
）に
は
特
別
法
要

が
営
ま
れ
ま
す
。

　

十
一
月
三
日（
木
祝
）よ
り
十
一
月
二
十�

七
日（
日
）ま
で
長
命
寺
（
近
江
八
幡
市
）

に
て
聖
徳
太
子
御
姿
軸
特
別
公
開
が
催
さ

れ
ま
す
。

　

十
一
月
二
十
六
日（
土
）よ
り
二
十
七
日

（
日
）ま
で
長
光
寺
（
近
江
八
幡
市
）
に
て

秘
仏
御
本
尊
千
手
子
安
観
世
音
菩
薩
の
特

別
御
開
帳
が
営
ま
れ
ま
す
。

　

十
二
月
四
日（
日
）に
は
太
郎
坊
宮
（
東

近
江
市
）
で
恒
例
の
お
火
焚
き
大
祭
が
営

ま
れ
ま
す
。

　

明
年
二
月
二
十
三
日（
木
祝
）よ
り
三
月

二
十
六
日（
日
）ま
で
地
元
の
観
音
禅
寺

（
小
口
）
で
秘
仏
御
本
尊
十
一
面
観
世
音

菩
薩
特
別
大
開
帳
（
二
月
二
十
三
日
（
木

祝
）
に
開
帳
法
要
、
三
月
二
十
六
日（
日
）

に
閉
帳
法
要
）
が
営
ま
れ
ま
す
。

　

五
月
七
日（
日
）に
は
太
郎
坊
宮
（
東
近

江
市
）
で
神
仏
習
合
法
要
が
営
ま
れ
ま
す
。

　

六
月
十
日（
土
）よ
り
二
十
五
日（
日
）ま

で
石
馬
寺
（
東
近
江
市
）
で
秘
仏
御
本
尊

十
一
面
観
世
音
菩
薩
特
別
大
開
帳
（
六
月

十
二
日（
月
）と
十
九
日（
月
）は
閉
館
）
が

営
ま
れ
ま
す
。

　

十
月
一
日（
日
）よ
り
十
二
月
三
日（
日
）

ま
で
瓦
屋
禅
寺
（
東
近
江
市
）
で
御
本
尊

千
手
観
世
音
菩
薩
の
特
別
大
開
帳
法
要
が

営
ま
れ
、
十
二
月
三
日（
日
）に
は
閉
帳
法

要
と
事
業
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が

催
さ
れ
ま
す
。
是
非
こ
の
機
会
を
お
見
逃

し
な
く
、
ご
参
拝
さ
れ
て

は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

Ｊ
Ｒ
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

　

�

九
月
二
十
三
日（
金
祝
）薬
師
・
小
口
界
隈

　

�

十
一
月
十
二
日（
土
）　

川
守
・
綾
戸
界
隈

グ
ラ
ン
ま
る
し
ぇ

　

�

十
月
三
十
日（
日
）　

Ｍ
Ｏ
Ｐ

　

�

十
一
月
二
十
日（
日
）Ｍ
Ｏ
Ｐ

�（
Ｍ
Ｏ
Ｐ
：
三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
滋
賀
竜
王
）

今
後
の
観
光
協
会
イ
ベ
ン
ト
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